新刊紹介 久下裕利著 『物語絵・歌仙絵を読む 附 『歌仙絵抄』 『三十六歌仙歌合画帖』』 by 岩坪 健 & 同志社大学教授
本
書
は
、
著
者
の
絵
画
論
と
し
て
は
『
源
氏
物
語
絵
巻
を
読
む
物
語
絵
の
視
界
』
（
笠
間
書
院
、
平
成
八
年
）
に
次
ぐ
高
著
で
あ
る
。
前
著
に
関
し
て
は
著
者
自
ら
、
「
も
う
こ
れ
以
上
筆
者
に
は
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
に
つ
い
て
論
及
す
べ
き
関
心
事
が
出
て
来
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
」
（
本
書
、
三
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
研
鑽
を
積
ま
れ
た
成
果
の
結
晶
が
本
書
で
あ
り
、
前
著
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
課
題
を
更
に
掘
り
下
げ
た
り
、
新
し
い
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
前
著
を
拝
読
し
て
感
服
し
た
評
者
と
し
て
は
、
待
ち
に
待
っ
た
好
著
で
あ
る
。
本
書
の
目
次
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
Ⅰ
物
語
絵
を
読
む
一
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
を
読
む

御法
図
に
つ
い
て
二
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
を
読
む
う
ち
置
か
れ
た
扇
三
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
を
読
む

橋姫
図
再
説
四
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
早蕨
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
五
几
帳
の
陰
の
姫
君
源
氏
絵
か
ら
歌
仙
絵
へ
Ⅱ
歌
仙
絵
を
読
む
一
絵
画
の
中
の
泣く
し
ぐ
さ
考
佐
竹
本
『
三
十
六
歌
仙
絵
』
と
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
を
中
心
に

二
『
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
』
を
読
む
住
吉
明
神
現
形
の
意
図
と
そ
の
絵
姿

三
歌
仙
絵
在原
業
平

紀貫
之
像
の
変
容
佐
竹
本
『
三
十
六
歌
仙
絵
』
の
継
承
と
変
容

四
歌
仙
絵
中務
像
の
借
用
探
幽
歌
仙
絵
盗
作
事
件

五
小
式
部
内
侍
と
定
頼
『百
人
一
首
』
秘
話

Ⅲ
資
料
一
『
歌
仙
絵
抄
』
翻
刻
二
『
三
十
六
歌
仙
歌
合
画
帖
』
あ
と
が
き
第
一
部
は
物
語
絵
、
第
二
部
は
歌
仙
絵
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
絵
を
た
だ
見
る
鑑
賞
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
読
む
読
み
解
く
緻
密
な
作
業
に
基
づ
き
論
究
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
第
三
部
は
資
料
編
で
、
本
邦
初
公
開
の
貴
重
書
を
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
て
い
る
。
以
下
順
に
、
章
ご
と
に
概
括
す
る
。
第
一
部
の
第
一
章
に
お
い
て
は
、
「
本
文
（
詞
書
）
に
は
記
さ
れ
な
い
が
、
画
面
に
描
か
れ
て
あ
る
」
「
素
材
モ
チ
ー
フ
」
（
八
頁
）
の
一
つ
と
し
て
扇
に
着
目
す
る
。
た
と
え
ば
、
「
源
氏
が
手
に
す
る
扇
に
日
輪
が
描
か
れ
、
源
氏
の
膝
に
隠
れ
る
よ
う
に
配
さ
れ
る
そ
れ
が
、
ま
る
で
太
陽
が
沈
む
か
の
よ
う
で
」
あ
り
、
そ
れ
が
紫
の
上
の
死
を
暗
示
し
て
い
る
（
一
三
頁
）
と
い
う
指
摘
は
、
ま
さ
に
鮮
や
か
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
扇
の
論
を
発
展
展
開
し
て
い
る
。
ほ
か
の
図
に
描
き
込
ま
れ
た
扇
と
比
較
考
察
し
て
、
た
と
え
ば
前
章
で
取
り
上
げ
た
、
紅
地
に
金
色
の
日
輪
を
描
い
た
扇
に
つ
い
て
は
、「
御法
図
の
落
日
の
扇
が
、「
陵
王
」
の
入
る
日
を
返
す
撥
に
見
立
て
ら
れ
て
、
紫
の
上
の
死
を
で
き
れ
ば
回
避
し
た
い
光
源
氏
の
胸
中
を
形
象
化
し
た
日
輪
で
あ
っ
た
」
（
四
〇
頁
）
と
い
う
卓
論
に
至
る
。
た
だ
し
そ
れ
が
、
学
会
で
横
行
し
て
い
る
「
深
読
み
」
や
「
自
己
創
出
の
理
論
（
思
い
つ
き
、
こ
じ
つ
け
）」
（
一
九
頁
）
と
一
線
を
画
す
の
は
、
本
書
が
徹
底
し
て
用
例
に
基
づ
い
た
論
考
に
則
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
に
は
高
著
『
狭
衣
物
語
の
人
物
と
方
法
』
（
新
典
社
、
平
成
五
年
）
が
あ
り
、
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本
論
に
お
い
て
も
『
狭
衣
物
語
』
な
ど
他
作
品
の
用
例
も
扱
い
、
扇
の
表
象
に
つ
い
て
客
観
的
に
探
究
し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
に
お
い
て
垣
間
見
や
囲
碁
な
ど
の
場
面
が
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
複
数
の
図
に
見
ら
れ
る
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
照
応
し
な
が
ら
図
像
解
釈
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
は
今
ま
で
一
図
だ
け
取
り
上
げ
議
論
さ
れ
て
き
た
風
潮
に
対
し
て
、
警
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
モ
チ
ー
フ
が
登
場
人
物
の
「
心
中
を
忖
度
し
、
代
弁
、
象
徴
す
る
機
能
へ
と
高
め
ら
れ
て
」
（
六
〇
頁
）
い
る
こ
と
ま
で
突
き
止
め
て
い
る
。
第
四
章
で
は
表
現
内
容
の
み
な
ら
ず
、
画
面
形
式
（
横
幅
の
サ
イ
ズ
）
を
も
問
題
に
す
る
。
柏
木
グ
ル
ー
プ
の
八
図
は
内
容
面
で
主
題
が
二
つ
に
分
か
れ
、
画
面
の
大
き
さ
も
異
な
る
、
と
い
う
通
説
に
異
を
唱
え
、
「
断
絶
」
と
い
う
統
一
主
題
を
提
唱
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て

早
蕨

グ
ル
ー
プ
の
六
図
も
ま
た
従
来
の
解
釈
に
対
し
て
、
「
底
流
に
宇
治
の
物
語
を
据
え
」
て
主
題
を
「
翻
弄
」
（
七
九
頁
）
と
見
る
新
説
を
披
露
し
て
い
る
。
第
五
章
で
は
、
著
者
の
前
著
『
物
語
絵
歌
仙
絵
を
考
え
る
変
容
の
軌
跡
』
（
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
三
年
）
に
お
い
て
、
画
中
の
几
帳
が
人
物
の
胸
中
を
表
現
し
て
い
る
と
示
し
た
論
を
継
承
発
展
さ
せ
て
、
い
か
に
几
帳
が
有
効
な
絵
画
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
源
氏
物
語
絵
に
お
い
て
几
帳
は
貴
女
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
に
さ
れ
た
、
と
い
う
拙
論
を
修
正
し
て
、
そ
の
指
摘
は
源
氏
絵
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
歌
仙
絵
の
几
帳
に
対
し
て
最
も
適
合
す
る
」
（
一
〇
九
頁
）
と
説
き
、
第
二
部
へ
橋
渡
し
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
第
一
章
で
は
前
半
に
佐
竹
本
『
三
十
六
歌
仙
絵
』
斎宮
女
御
子
図
、
後
半
に
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
朱
雀
院
を
取
り
上
げ
る
。
「
歌
仙
絵
の
図
像
と
そ
の
画
中
歌
と
の
関
連
性
、
対
応
性
」
（
一
二
五
頁
）
に
着
目
す
る
新
し
い
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
斎
宮
女
御
の
「
袖
の
単
衣
で
顔
を
覆
う
し
ぐ
さ
が

泣
く
姿
で
あ
る
こ
と
」
（
一
二
八
頁
）
と
読
み
解
か
れ
た
。
ま
た
朱
雀
院
が

泣
く

し
ぐ
さ
で
は
、
「
手
や
指
先
を
露
わ
に
し
て
い
る
」
（
一
三
八
頁
）
と
い
う
、
他
に
例
の
な
い
「
特
異
な
姿
形
」
（
一
三
九
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
示
さ
れ
た
。
第
二
章
で
は
中
世
に
作
成
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
や
説
話
な
ど
多
数
の
資
料
を
縦
横
無
尽
に
駆
使
し
て
、
『
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
住
吉
明
神
に
関
す
る
従
来
の
解
釈
の
不
備
を
指
摘
し
て
新
説
を
立
て
ら
れ
た
。
第
三
章
で
は
「
歌
仙
絵
の
中
で
身
分
官
職
を
表
徴
す
る
は
ず
の
装
束
ま
で
を
一
新
し
て
、
最
も
変
身
す
る
の
は
業平
図
」
で
あ
り
、「
こ
の
図
像
の
変
化
を
斎宮
女
御
子
図
と
同
じ
よ
う
に
採
歌
の
相
異
に
拠
る
」
（
一
六
〇
頁
）
と
説
か
れ
た
。
ま
た
紀
貫
之
図
で
は
、
和
歌
の
み
な
ら
ず
『
百
人
一
首
』
の
歌
仙
絵
に
ま
で
論
及
し
て
、「
三
十
六
歌
仙
絵
」
と
相
違
す
る
背
景
に
迫
る
。
第
四
章
の
副
題
に
示
さ
れ
た
「
盗
作
」
と
は
「
図
像
の
転
用
流
用
」
（
一
七
六
頁
）
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
「
百
人
一
首
絵
」
の
清
少
納
言
図
に
描
か
れ
た
扇
に
は
「
紅
梅
と
萩
と
が
重
ね
描
き
さ
れ
て
い
る
」 （
一
八
〇
頁
）。
そ
の
理
由
を
、
佐
竹
本

中
務
図
や
『
百
人
一
首
画
帖
』
の
紫式
部
図
な
ど
を
手
掛
か
り
に
し
て
見
事
に
解
明
さ
れ
た
。
第
五
章
で
は
、
『
百
人
一
首
』
に
採
ら
れ
た
小
式
部
内
侍
の
和
歌
は
、
中
納
言
定
頼
と
一
緒
に
仕
組
ん
で
詠
ま
れ
た
と
見
な
す
仮
説
を
、
歌
集
や
系
図
な
ど
か
ら
検
証
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
拝
読
し
て
、
と
り
わ
け
感
銘
を
受
け
た
個
所
を
抜
き
出
し
て
み
た
。
ほ
か
に
も
絵
の
隅
々
に
至
る
ま
で
見
逃
さ
な
い
眼
光
に
は
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
広
範
囲
に
及
ぶ
目
配
り
と
、
深
く
掘
り
下
げ
た
洞
察
力
と
が
本
書
の
魅
力
で
あ
り
、
啓
発
さ
れ
た
点
は
多
々
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
な
お
第
三
部
の
資
料
編
に
掲
載
さ
れ
た
写
本
版
本
の
影
印
は
ぜ
ひ
手
に
取
り
、
そ
の
美
麗
さ
を
愛
で
て
い
た
だ
き
た
い
。
衣
装
の
文
様
に
至
る
ま
で
緻
密
に
描
か
れ
た
、
見
事
な
細
密
画
で
あ
る
。
最
後
に
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
本
書
に
は
カ
バ
ー
絵
と
同
じ
カ
ラ
ー
写
真
が
口
絵
に
も
あ
る
。
こ
れ
は
図
書
館
に
配
架
さ
れ
る
際
、
カ
バ
ー
は
外
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
配
慮
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
細
部
に
ま
で
目
を
配
る
、
著
者
の
気
配
り
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
（
い
わ
つ
ぼ
た
け
し
同
志
社
大
学
教
授
）
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